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1.  現在公表されてい る参考書お よび雑誌等 に掲載 さ

れてい るズ ボンの設 計法 により作 られ るズボンのほ とん

どは，市川 の考案し た測定器に よって，そ の折 目線 の水

平方向を調 べてみると，下肢を入 れる部 分で ば すそ″

にい くにし たがい より外向ナ るように捻 れてい るこ とが

わかった。設計図 の解析に よって，こ の捻れ が折 目線 第

２因子発見 の端緒 になっ たのであ る。折 目線第 ３因 子ま

で の性質を解明で きたので，これでズ ボンの折 目線 の水

平方向に関す る限 り発注者 の要求 に見合 ったものが製 作

でき るはずである。 ただこ のうち捻れ に最 も関係 のある

第２因子 の影響は布地 の種類に よって変 って くるものと

想像 され るので， 二, 三 の布地 につき予備的 に検討し て
み た。

2.　使用布地は綿，ウール，テトロン ウール の３種類

である。 前身に相当するものとし て，ここでは方形（ 長

さ24cm,    18cm,   12cm） のものを， 後身 に 相当するも

の とし て，方形の底辺に9.5度 の角度をもって いる菱形

のものを組合 わせ，相対ナる両辺を縫合，アイロンで折

目線をつける。つぎに上部 の前後の折目線を支え， また

円形お よび楕円形の筒を入れて捻れの角度を測 る。

3. 捻れ の角度を測るには楕円筒を用いたの が測 りよ

く，布地は最も大きい形のものが捻れの状態 が安定して

いて よく，布地の種類とし ては綿，テトロン ウール， ウ

ールの順に捻れが大きかっ た。


